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藤
本
鈴
江
さ
ん
は
１
月
の
誕
生

日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
こ
の

ほ
ど
、
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
を
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、「
食
事
も
大
事
だ
が
、
く

よ
く
よ
し
な
い
事
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鈴
江
さ
ん
は
読
書
が
趣
味
と
い
う

こ
と
で
、
川
柳
の
本
を
読
ん
だ
り
、

家
族
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

お
過
ご
し
で
し
た
。

　

百
歳
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

千千

婦人会が
図書カードを寄贈

祝100歳
おめでとうございます

　
１
月
31
日
、
多
良
木
町
地
域
婦
人

会
連
絡
協
議
会
（
坂
田
陽
子
会
長
）

か
ら
、
多
良
木
中
学
校
へ
図
書
カ
ー

ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
月
22
日(
日)
に
多

目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

青
少
年
健
全
育
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
の
益
金
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
坂
田
会
長
、
岸
本
幸
江
副
会
長
、

荒
木
充
子
副
会
長
が
役
場
教
育
長
室

を
訪
れ
、
山
田
信
雄
教
育
長
職
務
代

理
者
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
図
書
カ
ー
ド
は
、
図
書
購
入
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
10
日
に
、
木
や
森
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
森
林
総
合
研
究
所
熊
本
水

源
林
整
備
事
務
所
主
催
の
森
林
・

林
業
学
習
会
に
黒
肥
地
小
学
校
６

年
生
23
人
が
参
加
し
、
森
林
の
働

き
や
林
業
の
仕
事
を
学
ぶ
森
林
教

室
や
、
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー
の
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
球
磨
地
域
の
木
材
を
使
っ

て
、
児
童
自
ら
が
プ
ラ
ン
タ
ー
を

金
づ
ち
と
釘
を
使
っ
て
製
作
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、「
プ
ラ
ン

タ
ー
を
作
る
の
は
難
し
か
っ
た
け

ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

町議会議員補欠選挙に坂口幸法氏当選 黒肥地小学校６年生
森林・林業学習会

　

２
月
５
日
、
任
期
満
了
に
伴
う

町
長
選
挙
に
併
せ
、
町
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
坂
口
幸

法
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

 

任
期
は
平
成
31
年
４
月
30
日
ま
で

で
、
厚
生
環
境
文
教
常
任
委
員
会

お
よ
び
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院

企
業
団
議
会
に
所
属
さ
れ
ま
す
。
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毎
春
恒
例
と
な
っ
た
人
吉
球
磨

一
帯
を
会
場
と
し
た
、
ひ
な
ま
つ

り
イ
ベ
ン
ト
が
２
月
１
日
か
ら
３

月
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
良
木
町
で
は
、「
た
ら
ぎ
ひ
な

ま
つ
り
散
歩
道
」
と
題
し
、
町
内

の
ひ
な
人
形
展
示
会
場
を
巡
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
実
施
さ
れ
、
２

月
25
日
に
は
交
流
館
石
倉
に
お
い

て
保
育
園
児
等
に
よ
る
ダ
ン
ス
や

歌
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桃
の
節
句
の
３
月
３
日

に
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
え
び

す
の
湯
入
館
料
を
女
性
に
限
り
無

料
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
し

た
。

千千

第13回ゑびす植木市 人吉球磨は、ひなまつり

 

２
月
25
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
、

多
良
木
町
商
工
会
（
会
長
・
味
岡

和
國
）
主
催
で
ゑ
び
す
植
木
市
が

役
場
西
側
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

植
木
市
で
は
、
形
よ
く
剪
定
さ

れ
た
庭
木
を
は
じ
め
、
色
鮮
や
か

な
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
苗
や
開
花
し

は
じ
め
た
梅
の
苗
木
な
ど
の
花
々

も
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、
苔
玉
（
こ

け
だ
ま
）
や
ミ
ニ
盆
栽
な
ど
可
愛

ら
し
い
園
芸
品
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。

　

展
示
期
間
中
は
、
接
ぎ
木
や
剪

定
の
講
習
、
植
木
の
競
り
市
な
ど

も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
一
足
早

く
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う

で
す
。

 

＜市町村等の広報誌への掲載例＞ 

【掲載例１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掲載例２】 
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防災無線は常に電源を入れておきましょう！

移住者相談会 2017 inTokyo

多良木町では
農家民宿新規開業者を募集中です！
興味のある方は
地域おこし協力隊 宗像まで♪
※農家ではなくても
農家民宿は開業できます。
多良木町役場企画観光課 
☎ ４２ｰ１２５７（直通）
☎ 080-8569-2053( 公用携帯 ) 

平日毎日更新しています！

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
宗
像
で
す
。
と
う

と
う
今
年
度
最
後
の
協
力
隊
通
信
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
・
・
・
が
、
来
年
度
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
続
行

す
る
予
定
で
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。　今

年
度
最
後
の
集
大
成
と
し
て
、
私
の
業
務
の
主
な
実
績

を
ご
報
告
し
ま
す
。
①
町
で
は
、
約
十
年
ぶ
り
と
な
る
農
家

民
宿
開
業
を
行
い
ま
し
た
。
②
熊
本
県
初
の
「
農
家
民
宿
開

業
の
手
引
き
」
を
作
成
し
ま
し
た
。（
菊
池
市
で
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
）
③
町
で
は
約
六
年
ぶ
り
と
な
る
東
洋
大
学
生
の

調
査
研
究
を
誘
致
し
ま
し
た
。
④
東
洋
大
学
で
外
部
講
師
と

し
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　目
立
っ
た
も
の
は
ま
だ
ま
だ
こ
の
程
度
な
の
で
、
来
年
度

は
今
年
度
以
上
に
地
域
お
こ
し
を
頑
張
り
ま
す
！
ま
た
、
農

家
民
宿
新
規
開
業
者
を
募
集
中
な
の
で
、
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
♪

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
松
岡
で
す
。
実
は
今
夏
か
ら
町
で

学
習
塾
を
開
業
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
家
庭
教
師
の
運
営
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
た
事
も
あ

り
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
田
舎
で
塾
を
開
き
た
い
と

い
う
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
任
期
が
最

長
三
年
と
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
に
自
立
す
る
道
を
探

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
「
学
習
塾
の
開
業
」

が
ひ
と
つ
の
答
え
で
す
。

対
象
は
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
、
主
要
教
科
す

べ
て
対
応
可
能
で
す
。
塾
に
通
う
の
が
困
難
な
状
況
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

を
考
え
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
塾
な
の
か
事
前
に
保
護
者

向
け
説
明
会
や
体
験
学
習
会
を
開
く
予
定
で
す
。

地
域
が
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
に
歯
止
め
を
か

け
、「
教
育
」
を
軸
に
し
た
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

３月下旬の春休みから夏の開校まで
無料体験期間という形で生徒の募集を行います。
◎対象学年：2017 年 4 月時点で小 5 ～中 3
詳しい内容については
回覧や Facebook 等で告知する予定ですが
情報を受け取れない方や
いち早く情報をゲットしたい方、
お問い合わせなどは
下記連絡先へご連絡下さい。
個別に対応いたします。
※募集定員には限りがあるので
ご了承下さい。
LINE ID:crcs-matsu
Mail:taragi.crcs@gmail.com
☎ 080-2778-9500( 公用携帯 ) 

宗像 星磨

松岡 翼

Munakata      Seima

Matsuoka  Tsubasa

2 月 18,19 日東京で開催された熊本
県主催の移住者相談会に参加しまし
た。先輩移住者として参加者の前で
体験談を発表したり、町のブースで
はマンツーマンでじっくりと話すこ
とができました。また他の自治体の
取り組みなど情報交換できる場でも
あったので今後の移住定住促進につ
ながる貴重な経験となりました。

▽多良木町の出展ブース

▽参加者との移住相談の一コマ

▽
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
談
発
表

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信 vo

l 5
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～平成 29年度成人用肺炎球菌予防接種のお知らせ～

平成 29年度助成の対象者（①、②のいずれかに該当する方）

①平成 29年度に次の年齢となる方

年齢 対象生年月日
65 歳 　昭和 27 年４月２日生～昭和 28 年４月１日生の方
70 歳 　昭和 22 年４月２日生～昭和 23 年４月１日生の方
75 歳 　昭和 17 年４月２日生～昭和 18 年４月１日生の方
80 歳 　昭和 12 年４月２日生～昭和 13 年４月１日生の方
85 歳 　昭和７年４月２日生～昭和８年４月１日生の方
90 歳 　昭和２年４月２日生～昭和３年４月１日生の方
95 歳 　大正 11 年４月２日生～大正 12 年４月１日生の方

100 歳 　大正６年４月２日生～大正７年４月１日生の方

②平成 29年 4月 1日現在 60歳以上 65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又

　はヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能に障害を有する方（身体障害者手帳１級所持者）

【申し込み方法】対象者の方へ郵送にて通知しますので、ご確認ください。

【接種回数】　1 回

【接種費用】　2,700 円　当日医療機関でお支払いください。

【接種期限】　平成 30年 3月 31日

※期限までに接種出来なかった場合、その後の接種は任意接種扱い（自己負担額：8,734 円程度）

　となりますので接種を希望される方は早めの接種をお勧めします。

肺炎球菌感染症とは・・・
　肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気です。この菌は、主に気道の分泌物に含まれ、
唾液などを通じて飛沫感染します。日本人の約 3～ 5%の高齢者では鼻や喉の奥に菌が常在し
ているとされます。これらの菌が何らかのきっかけで進展することで、気管支炎、肺炎、敗血
症などの重い合併症を起こすことがあります。肺炎球菌には 93 種類の血清型があり、今回お
知らせしている予防接種は、そのうちの 23種類の血清型に効果があります。また、この 23種
類の血清型は成人の重症の肺炎球菌感染症の原因の約７割を占めるという研究結果があります。

　　　　　　　　　　　　　　　【厚生労働省　肺炎球菌感染症 (高齢者 )　Q＆Aより】

※ご注意ください！

　過去に成人用肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）を接種されたことのある方は

　定期接種の対象外となります。

　過去 5年以内に、「ニューモバックスＮＰ（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）」

　の接種を受けた方は、再接種により副反応の頻度が高く、程度が強く発現すると報告されて

　います。

保健センタ̶だより

【問い合わせ先】保健センター　電話４２－１１００
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国民年金インフォメーション

※ダイヤル回線の人や、操作方法、またはお問い合わせ先が分からない場合は、番号を押さず
そのままお待ちください。

年金相談会の日程について
出張年金相談会が人吉・球磨郡で、毎週２回開催されます。
多良木町の開催日程は、約２週間に１回、水曜日となります。

会場および開催日

多良木町役場　１階　町民相談室
■ 平成２９年４月５日（水）　４月１９日（水）　５月１０日（水）　５月２４日（水）

予約について
年金相談会は完全予約制になっております。
ご予約はご相談希望日の前日午後５時まで受付。

予約先　日本年金機構八代年金事務所　
　　　　　　　　　　　お客様相談室　電話（０９６５）３５－６１２３

■予約方法は２通り

４月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3
人吉

4 5
多良木

6 7 8

9 10
人吉

11 12
錦

13 14 15

16 17
人吉

18 19
多良木

20 21 22

23 24
人吉

25 26
錦

27 28 29
昭和の日

30

◯多良木会場　多良木町役場１階町民相談室
◯錦会場　錦町社会福祉協議会（温泉センタ—）　◯人吉会場　人吉市東西コミュニティーセンタ—

予約状況により、ご希望日時のご予約をお受けできない場合があります。

５月

日 月 火 水 木 金 土
1

人吉
2 3

憲法記念日

4
みどりの日

5
こどもの日

6

7 8
人吉

9 10
多良木

11 12 13

14 15
人吉

16 17
錦

18 19 20

21 22
人吉

23 24
多良木

25 26 27

28 29
人吉

30 31
錦

電話で予約する場合 窓口で予約する場合

お手元に年金手帳をご準備下さい。

八代年金事務所（0965–35–6123）へ
自動音声案内に従って番号を押して下さい

（１を押す）年金請求・受取・相談のご予約 

希望される予約日と相談内容をお伝え下さい

お手元に年金手帳をご準備下さい。

年金相談予約申し込み票に
ご記入下さい。

窓口に提出して、予約日時を
ご確認下さい。

市町村役場担当窓口へ

 （２を押す）年金相談のご予約や、その他の
ご用件、または職員にご用の人

【お問い合わせ先】　
多良木町役場 健康・保険課　保険年金係　（直通）４２－１２５５

相談会スケジュール
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多良木町奨学生募集のお知らせ
多良木町教育委員会では、平成 29年度多良木町奨学生の募集を次のとおり行います。
【奨学金の額】　　　　　　　　　　　　　　　　　【貸与期間】
　・大学４年課程および同等の学校：月額４万円　　平成 29年４月から奨学生が在学する学校
　・短期大学および同等の学校：月額３万円　　　　などの正規の修学期間
　・高等学校および同等の学校：月額１万円
 　※他団体の奨学金との併給はできません。
【返還方法】　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込期限】
　月賦による返還（卒業月の１年後から貸与　　　　　　平成 29年６月９日（金）※期限厳守
　期間２倍の期間内）または一括返還　
【お問い合わせ・申し込み先】
　多良木町教育委員会（電話：４２－１２６６）
　申込は教育委員会へ準備してある用紙か、多良木町ホームページ掲載の用紙をご利用ください。

地域学校保健委員会だより
　第２回の地域学校保健委員会の取組は、各校での講話を実施しました。
それぞれの学校でテーマを設定し、講師の先生からお話をしていただきました。

　各学校の児童生徒の現状に合わせた講話となり
ました。
　これからも、町内の児童生徒が健康で元気に学
校生活を送ることができるように、関係機関と話
し合いをしながら健康教育に取り組んでいきます。
　ご家庭でも、『早ね、早起き、朝ごはん』の取組
をお願いいたします。

『知っていますか？朝ごはんの底力』
講師：竹下なな子 栄養教諭

『眠りのひみつ』
講師：山村　恵子 学校内科医

『生活リズムをととのえよう』
講師：左座　由理 養護教諭

『すいみんのはたらき～ぐっすりねむるために～』
講師：金子　雄一 校長

『睡眠について』
講師：渡辺　英明 学校内科医

【多良木小学校】 【久米小学校】

【槻木小学校】 【黒肥地小学校】

【多良木中学校】

教育委員会だより
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平成 29 年度スポーツ安全保険の概要

スポーツ安全保険に加入しましょう！
平成 29 年度スポーツ安全保険の加入受付が３月から始まります！子ども会や運動クラブなど団体活動を行う４名
以上の方々で加入ができます。万一のケガや賠償責任に備え加入しましょう。
心臓マヒや脳卒中などの突然死に対しては突然死葬祭費用保険が支払われます。掛金・保障内容は、次の通りです。

【対象となる事故の範囲】
　・加入手続きを行った「団体の管理下における活動中」の事故（学校の管理下を除く）
　・「AW」においては「団体の管理下における活動中とその往復中」とそれ以外の「個人練習・個人活動中の事故」
　　（学校の管理下を除く）
　・「AW」における「個人練習・個人活動中」の事故の場合には、熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒および突然死
　　は対象となりません。

【加入区分】
　・団体活動を行う４名以上の方々でご加入ください。加入区分は加入者ごとにお選びいただけます。
　・短期スポーツ教室（開催期間 3 ヶ月以内）の活動についてはインターネット加入限定となっております。また次の条
　　件をすべて満たす講義・講習型のスポーツ教室をいいます。条件①実施する教室ごとに募集要項に基づいて参加者を
　　募集している。条件②活動場所に指導者がおり、参加者を指導・監督している。条件③予め活動場所、日時および参
　　加者が定められており、活動期間が 3 ヶ月以内であること。

【保険期間】
　・3 月中に申し込みの場合…平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日まで
　・4 月 1 日以降に申し込みの場合…掛金を振り込んだ日の翌日～
　　平成 30 年 3 月 31 日まで

【お問い合わせ】
スポーツ安全協会熊本県支部
TEL　０９６６－２１３－９０１５

★短期スポーツ教室は、インターネット加入のみの受付です。

※ B 区分については平成 29 年 4 月 1 日と掛金の支払い手続きを行った日のいずれか遅い日の満年齢が 65 歳以上の方が
　対象です。
　（スポーツ活動の指導・審判をされる 65歳以上の方はC区分では加入できません。）

全年齢
【Web 限定】

短期スポーツ教室の活動
（開催期間 3 ヶ月以内のスポーツ教室）

短期
スポーツ
教室

800 円 2,000 万円 3,000 万円 4,000 円 1,500 円

対人・対物賠償
合算1事故5億円
ただし、対人賠償
は1人1億円

突然死
（急性心不全
脳内出血など）

葬祭費用

180万円

※団体活動を行う４名以上の方々でご加入ください。（加入者ごとに加入区分をご選択いただけます）

【加入区分・掛金・補償額】

加入対象者 補償対象となる団体活動
加入
区分

年間掛金
（1人当たり）

傷　害　保　険　金　額 賠償責任保険
支払限度額

（免責金額なし）

突然死葬祭
費用保険

支払限度額
死　亡

後遺障害
（最　高）

入　院
（1日につき）

通　院
（1日につき）

子ども
（中学生以下）
（特別支援学校

高等部の生徒
を含む。）

スポーツ活動
文化・ボランティア・地域活動

Ａ１ 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

対人・対物賠償
合算1事故5億円
ただし、対人賠償は
1人1億円

突然死
（急性心不全
脳内出血など）

葬祭費用

180万円

上記団体活動に加え、
個人活動中も対象

団体活動
中とその
往復中

ＡW 1,450円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円

対人・対物賠償
合算1事故5億500円
ただし、対人賠償は
1人1億500万円

上記以外 100万円 150万円 1,000円 500円 対人・対物賠償
合算1事故500百万円

対　象　外

大人
（高校生以上）

文化・ボランティア・地域活動、
団体員の送迎、応援、準備、片付け

Ａ２ 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

対人・対物賠償
合算1事故5億円
ただし、対人賠償は
1人1億円

突然死
（急性心不全
脳内出血など）

葬祭費用

180万円

スポーツ活動
スポーツ活動の指導・

審判

65歳
以下

C 1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

65歳
以上

B 1,200円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円
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介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）

　多良木町では、平成２９年４月から介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）

をスタートします。

　新しい総合事業とは、高齢者が住み慣れた地域で在宅生活を続けられるように、既存の介

護事業所によるサービスに加えて、ＮＰＯ、民間企業、ボランティアなどの地域の多様なサー

ビスを活用して地域社会全体で高齢者を支援する事業です。これにより要支援１・２の人を

対象者とする予防給付のサービスのうち「訪問介護」と「通所介護」が新しい総合事業へ移

行します。

　新しい総合事業は下記のとおり「介護予防・生活支援サービス」と「一般介護予防事業」

で構成されます。

今後も訪問介護・通所介護サービスのほか、多様な生活支援のニーズに対して、多様な
サービスを提供できるよう、地域の担い手や介護に携わる方々と検討を行っていきます

－お問い合わせー　健康・保険課　高齢者支援係　☎４２－１２５５

《現　　　行》 《４ 月 か ら》

平成２９年４月から

が始まります

介護給付（要介護１～５の人が対象）

予防給付（要支援１・２の人が対象）

介護予防事業

・訪問看護　・訪問リハビリ　・通所リハビリ
・小規模多機能型居宅介護　・福祉用具貸与
・福祉用具購入　・住宅改修　など

・二次予防事業（筋力アップ教室など）
・一次予防事業（認知症予防教室など）

・訪問介護（ホームヘルパー）
・通所介護（デイサービス）

介護給付（要介護１～５の人）

予防給付（要支援１・２の人）

介護予防・日常生活支援総合事業

これまでどおり継続します

介護予防・生活支援サービス事業

一般介護予防事業

・訪問介護　　・通所介護
多良木町が実施する介護予防・日常生活支援総合事

業に移行します

※現在、要支援１・２の認定を受け、介護保険でホーム
　ヘルプやデイサービスをご利用中の方は、引き続き今
　のサービスを利用することができます

○介護予防・生活支援サービス事業の対象者
・要介護認定で『要支援１』または『要支援２』と認定
　された人
・要介護認定で『非該当』となった人、要介護認定を受  
　けていない人で『基本チェックリスト』により『サー
　ビス事業対象者』と判定された人

要支援・要介護状態の有無に関係なく、すべての高齢者
を対象に介護予防の普及・啓発を行います
※これまで介護予防事業で実施してきました各予防教室
　などは継続して実施します

○一般介護予防事業の対象者
・６５歳以上のすべての高齢者とその支援のための活動に
　関わる家族、支援者など

▶ 

▶ 

▶ 

▶ 
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リ
ス
ク
の
高
い
運
転
者
へ
の
対
策

18
歳
か
ら
取
得
可
能
な
免
許

高
齢
運
転
者
対
策
の
推
進

準
中
型
免
許
の
新
設

改正道路交通法が施行されます
一定の違反行為をしたとき

一定の違反行為をしたとき

・準中型免許では、車両総重量 7.5 トン未満（最大積載量 4.5 トン未満）の自動車を運転できます。
・普通免許で運転できる自動車は車両総重量 3.5 トン未満（最大積載量 2 トン未満）となります。
・初めて準中型免許を取得した方は、準中型自動車を運転するときには１年間初心者マークをつけなければなりません。
・すでに普通免許を保有している方は、引き続き車両総重量５トン未満の自動車を運転することができます。さらに限定解除審査（※）に合格す
　れば車両総重量５トン以上７．５トン未満の自動車の運転も可能となります。
※審査は、指定自動車教習所で最低４時限の教習等を受けた上での審査又は免許試験場での技能審査等のいずれかになります。

一

為
行
反
違
の
定75

上
以
歳

ポイント

2認知症のおそれ

認知機能検査の結果が
悪くなっている場合 ※手数料：5,650円

・実車指導（1時間）

・個別指導（1時間）

　計２時間

等

ポイント

1
新設 新設臨時認知機能検査 臨 時

高齢者講習

ポイント

2

更新時の認知機能検 査

認知症のおそれ

認知機能の低下のおそれ

75

上
以
歳

75

満
未
歳

認知機能の低下のおそれなし

臨時適性検査
又は

診断書提出命令

・実車指導
・個別指導　など
 　　計3時間

高齢者講習
（高度化）

※手数料：7,550円

・実車指導　など
 　　計２時間

高齢者講習
（合理化）

※手数料：4,650円
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Information
　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
か
ら
間
も

な
く
１
年
が
経
ち
ま
す
。
県
で
は
、
来

る
４
月
14
日(

金)
に
追
悼
式
、
４
月
16

日(

日)

に
、知
事
と
有
識
者
に
よ
る「
復

興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、こ
の
前
後
１
〜
２
週
間
を「
復

興
記
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
県
・
市

町
村
の
他
、
各
種
団
体
等
で
実
施
さ
れ

る
祈
念
行
事
に
つ
い
て
、
広
く
県
内
外

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
参
加
申
込
み

方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
県
Ｈ
Ｐ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
広
報
課

　

電
話 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
２
７

　

http://w
w
w.pref.kum

am
oto.jp/

　

普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳

を
含
め
、
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
で

き
ま
す
。

▼
公
開
日　

３
月
25
日(

土)

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

追
悼
・
復
興
祈
念
行
事
の

お
知
ら
せ

熊
本
県
内
装
飾
古
墳
一
斉

公
開
―
春
―
開
催
！

建
築
確
認
申
請
書
等
の
窓
口
の

変
更
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

は
た
ら
く
人
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
基
礎
コ
ー
ス

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

熊
本
支
部
の
保
険
料
率
改
定
に
つ
い
て

▼
会　

場

　

塚
坊
主
古
墳(

和
水
町)

、
石
貫
ナ
ギ

ノ
横
穴
群
、
石
貫
穴
観
音
横
穴
、
大
坊

古
墳(

以
上
玉
名
市)

、
横
山
古
墳
、
馬

塚
古
墳(

以
上
山
鹿
市)

、
京
ガ
峰
横
穴

群(

錦
町)

、
大
村
横
穴
群(

人
吉
市)

▼
入
場
料　

無
料

　

直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

県
立
装
飾
古
墳
館

　

電
話 

０
９
６
８
‐
３
６
‐
２
１
５
１

　

４
月
か
ら
建
築
確
認
申
請
や
各
種
届

出
等
は
、
県
南
広
域
本
部
で
受
付
を
行

い
ま
す
。（
球
磨
地
域
振
興
局
で
の
受
付
・

相
談
対
応
は
３
月
で
終
了
し
ま
す
。）

　

な
お
、
郵
送
で
の
申
請
や
、
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
相
談
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

県
南
広
域
本
部
土
木
部
景
観
建
築
課

　
（
八
代
地
域
振
興
局
）

　

〒
８
６
６
‐
８
５
５
５

　

八
代
市
西
片
町
１
６
６
０

　

電
話 

０
９
６
５
‐
３
３
‐
３
１
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
５
‐
３
３
‐
４
０
５
１

　
メ
ー
ル nandokeikan25@pref.kumamoto.lg.jp

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
メ
ー
ル
の
基
本
的
な
操
作
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
実
務
で
よ
く
使
わ
れ
る

フ
ァ
イ
ル
の
操
作
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活

用
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
に
関
し
て
の
講
座
も
あ

り
ま
す
。

▼
対
象
者　

概
ね
65
歳
ま
で
の
方
で
、
中
小
企
業
事

業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
、

現
在
離
職
中
で
再
就
職
を
希
望
さ
れ
て

い
る
方

▼
申
込
期
間　

３
月
27
日
ま
で

　

※
定
員
20
名
先
着
順

▼
受
講
料　

１
２
，
０
０
０
円
（
資
料

代
込
）

▼
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

４
月
３
日
か
ら
６
月
29
日
の
毎
週

月
・
木
曜
日

　

19
時
か
ら
21
時
（
計
42
時
間
）

▼
問
合
せ
先
・
申
込
み
先

　

職
業
訓
練
法
人　

人
吉
球
磨
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
６
８
‐
０
０
１
２

　

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３
‐
１

　

電
話 

０
９
６
６
‐
２
２
‐
２
４
７
５

　

平
成
29
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
改
定

さ
れ
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
本
年
４

月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

●
熊
本
支
部
の
保
険
料
率

（
現　

行
）
10
．
10
％

（
改
定
後
）
10
．
14
％(

0.04
％
引
き
上
げ)

●
介
護
保
険
料
率

（
現　

行
）
１
．
58
％

（
改
定
後
）
１
．
65
％(

0.07
％
引
き
上
げ)

・
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保

険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保
険

料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
、
11
．

79
％
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
医
療
と
健
康
を

支
え
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
ご
負
担

に
つ
き
ま
し
て
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

　

電
話 

０
９
６
‐
３
４
０
‐
０
２
６
１
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Information

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集「
体
験
談
＆
説
明
会
」

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
29

年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次

の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
第
１
類
〜
第
６
類
、
丙
類

▼
試
験
日

　

６
月
11
日(

日)

▼
願
書
受
付
期
間

○
書
面
申
請

　

４
月
13
日(

木)

か
ら
20
日(

木)
○
電
子
申
請

　

４
月
10
日(

月)

か
ら
17
日(

月)

▼
試
験
地

　

熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

※
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
等
の
配
置
場
所　

受
験
願
書
等

は
、(

一
財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・
熊
本

県
下
消
防
本
部
お
よ
び
熊
本
県
総
務
部

市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に
３
月

22
日(

水)

以
降
配
置
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

(

一
財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
‐
11
‐
４

　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

　

電
話 

０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集
が
３
月
31

日(

金)

か
ら
５
月
10
日(

水)

の
期
間

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

﹇(

財)

熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
﹈

　

電
話 

０
９
６
‐
３
５
９
‐
２
１
３
０

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.jica.go.jp/volunteer/

index.htm
l

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学

の
受
講
生
を
募
集
中
で
す

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎
回
テ
ー

マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
を
学
ぶ
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
入
学
資
格　

人
吉
球
磨
に
居
住
し
て

い
る
60
歳
以
上
の
方

▼
講
座
内
容　

地
域
の
歴
史
お
よ
び
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
・
健
康
づ
く
り
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他

▼
日　

時

　

原
則
と
し
て
毎
月
第
３
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

▼
場　

所

　

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

▼
定　

員　

１
０
０
名
程
度

▼
受
講
料

　

年
額
５
千
円
（
２
回
分
割
可
）

　

入
学
金　

１
千
円

▼
申
込
方
法

　

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

連
絡
方
法
（
電
話
等
）
を
記
入
し
４
月

20
日
ま
で
に
左
記
問
合
せ
先
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

〒
８
６
８
ー
０
０
２
４

　

人
吉
市
鶴
多
町
16　

米
津
方

　

さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

　

電
話 

０
９
６
６
‐
２
２
‐
４
４
７
７

人のうごき（３月１日時点）

人口：９，９６４人

男性：４，６６８人 女性：５，２９６人

出生：　３人 死亡：１７人

転入：２２人 転出：１４人

世帯数：３，８２６世帯

町から出たゴミの量 可燃ごみ 不燃ごみ

平成２９年２月分 　121,360kg     6,340kg

平成２８年度累計

（Ｈ 28. ４月～Ｈ 29. ２）（Ａ）
1,588,050kg   90,820kg

前年度の１月までの累計（Ｂ） 1,567,570kg   91,910kg

（Ａ）－（Ｂ） 　 20,480kg △ 1,090kg

平成 28 年度　交通事故発生状況
（　）内は対前年比【２月末現在】

件数
熊本県内 903 (+52)

多良木署管内 8 (+3)

多良木町内 2 ( ± 0)

死者数
熊本県内 14 (-2)

多良木署管内 1 (+1)

多良木町内 1 (+1)

傷者数
熊本県内 1,148 (+84)

多良木署管内 7 ( ± 0)

多良木町内 1 (-3)
「１・１・１００運動」－1日・１家庭・１００グラムのゴミ減量－
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町長交際費の支出状況（Ｈ29.2.1～2.28）

№ 件名 金額 支払先

１ 地方創生関係協議時手土産 6,480 円 多良木町物産館利用組合

期　日 休日在宅医【４月分】 電　話 休日当番医薬局【４月分】

 ２日  ㈰
東病院　あさぎり町 ４５-５７１１ ・岡原けんこう堂薬局（４５-６０２３）　

・きりん薬局岡原店（４５-１２８０）　
・くるみ薬局（４９-９６３０）　
・多良木いちご薬局（４２-６８８８）・山口薬局（４２-２１２３）

　
　
　
　
清 

風 

薬 

局 

サ 

ン 

ロ 

ー 

ド 

免 

田 

店 

　
　
　
　
　
　
　
（ 

４ 

９ 

― 

９ 

６ 

０ 

０ 

）

たかの眼科　あさぎり町　 ４７-２５５０
公立多良木病院小児科　多良木町　 ４２-２５６０

  ９日  ㈰
犬童耳鼻咽喉科　多良木町 ４３-０７７７

・きりん薬局原田店（４２-６９００）
・おかざき薬局（４９-２９０５）岩井クリニック　あさぎり町 ４９-２１８１

増田クリニック小児科　人吉市 ２２-３５７０

 16 日  ㈰
犬童内科胃腸科医院　あさぎり町 ４５-１１２５

・くるみ薬局（４９-９６３０）権頭医院　相良村 ３６-０００８
たかはし小児科内科医院　人吉市 ２４-２２２２

23日  ㈰
こんどう整形外科　あさぎり町 ４５-６５５５

・エスエス堂きりん本町薬局（４５-６３３０）
・高階誠心堂錦調剤薬局（３８-４９４０）高田内科医院　錦町 ３８-３６７７

やまむら医院　あさぎり町 ４５-０００５

29日  ㈯
古城クリニック　水上村 ４４-０３２１

・クスノキ薬局桜の里店（４７-８１２３）田中医院　錦町 ３８-００６１
人吉医療センター小児科　人吉市 ２２-２１９１

30日  ㈰
そのだ医院　湯前町 ４３-２０６３

・犬童薬局（４３-３９０３）深水内科医院　錦町 ３８-３２２１
増田クリニック小児科　人吉市 ２２-３５７０

町内リサイクル
・赤坂・里の城
・黒肥地公民館

町内リサイクル
・久米公民館
・武道館　　

火

2

9

16

3

10

17

4

11

18

5

12

19

26

6

13

20

27

7

15

21

28

1

8

14

22

29

日 月 水 木 金 土

図書室休館日

図書室休館日

23

30

24 25

１歳６カ月児健診
１歳児歯科検診

１歳２カ月児育児相談

図書室休館日 図書室休館日

のくらしカレンダー

６カ月児健診

男性料理教室

母子手帳交付
育児相談

母子手帳交付
（予約制）

４歳児健診

３歳児育児相談

集団健診

集団健診

集団健診

集団健診 集団健診
（午前中・槻木地区）

集団健診 集団健診 集団健診 集団健診

図書室休館日

昭和の日

あすなろ会
（断酒会）

あすなろ会
（断酒会）

ちいさなお友だちの
おはなし時間
（わいわい子育て広場）
10:30 ～

こども読書の日
おはなし会（予定）

３カ月児健診

柳野分校、槻木
小学校入学式

多小、久小、黒小、
多中入学式

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。 
■当番医の変更などがありますので、受診時は医療機関へご確認ください。休日在宅医・当番薬局

４月
毎月１日、２０日は家畜防疫の日



　

た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
元
気
と
喜
び
を
い
っ
ぱ
い
い
た

だ
き
ま
し
た
。
訪
問
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

○
む
つ
み
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん

は
、
今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や

ダ
ン
ス
、
浦
島
太
郎
の
劇
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
可
愛
い
園
児
た
ち
の
訪

問
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
う

れ
し
い
様
子
で
し
た
。

○
歌
好
き
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ（
谷
口
チ
ヨ
子
代
表
）
の
皆

さ
ん
は
、
北
国
の
春
を
は
じ
め
懐
か

し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
手
拍
子

を
打
つ
な
ど
み
な
さ
ん
楽
し
そ
う
で

し
た
。

○
久
米
地
域
婦
人
会（
岸
川
幸
江
会

長
）
の
皆
さ
ん
は
、
華
や
か
な
衣
装

や
ユ
ニ
ー
ク
な
衣
装
で
登
場
し
ダ
ン

ス
や
舞
踊
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
自

己
紹
介
の
あ
と
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

社協だより
　
　
　  

編
集
・
発
行
／
〒
８
６
８
ー
０
５
９
５
　  

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
１
６
４
８
　
多
良
木
町
役
場
企
画
観
光
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６
（
４
２
）
１
２
５
７
　   

発
行
日
／
平
成
29
年
３
月
９
日
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ボランティア連絡協議会研修会開催

　

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に

と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
：
受
付
順
）

　

中
村　

イ
ツ
子（
故　

鐡
雄
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
11
区

　

上
田　

ヨ
シ
子（
故　

信
治
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
10
区
の
２

　

菅
原　

浩
子（
故　

満
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
７
区
の
１

　

椎
葉　

美
知
子（
故　

壯
一
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
５
区

　

黒
木　

ノ
ブ
エ（
故　

中
武
キ
ク
エ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
12
区

　

草
場　

和
子（
故　

廣
喜
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
８
区
の
１

　

久
保
田　

敏
和（
故　

和
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
７
区
の
１

　

山
本　

利
郎（
故　

京
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
２
区

　

黒
木　

照
子（
故　

明
男
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
12
区

　

斉
藤　

恵
美
子（
故　

長
瀬
ト
ヨ
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
３
区
の
２

　

川
邉　

眞
郷（
故　

サ
キ
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
４
区

　

荒
瀬　

静
男（
故　

ホ
ド
エ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
１
区
の
１

　

寺
田　

ト
キ
ヱ（
故　

次
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
７
区
の
１

善
意
の
灯 

　先月号でもお知らせしたとおりボランティアポイン

ト交換を 4月 3日で締め切ります。

1ポイントから交換できますので、登録者の皆さんは早

めにボランティアセンターで手続きされますようお願

いします。

　松本照彦会長の辞任に伴い平成２９年２月１９日の

理事会において吉瀬浩一郎町長が代表理事として、多

良木町社会福祉協議会の会長に選定されました。今後

ともよろしくお願いいたします。

ボランティアポイント交換の
期限が迫っています

　多良木町ボランティア連絡協議会（山田信雄会長）は、ボランティ

ア会員の資質向上と日頃の活動に役立てることを目的に研修会を開

催されました。今回は、相良村の社会福祉法人ペートル会常務理事

の緒方礼子氏を講師に招き、「地域の中で生きる」をテーマに講演い

ただきました。永年、医療・福祉の分野に携わってこられた豊富な

経験をもとに、多様な暮らし方があることを理解し、医療・福祉・

地域が一体的に支えていくことが大切だと時にはユーモアたっぷり

にお話しされました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
訪
問

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新会長のご紹介

土


